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クリスマスの場合は小学生が衣族全員または一部の人からプレゼントを一方的
にもらうことは十分に考えられるから図11はクリスマスの家族中心化傾向を示
したものとも考えられる。
4.結論
年中行事の教材化のための基礎資料を得ることを目的として、現在の小学生
の状況を朝生することにより、次の知見を得た.
(1)全国的に行われている可能性が高いと考えられる年中行事24項目について
評価の高いのは、「正月Jr自分の誕生日」「クリスマス」であることがわ
かった.
(2)人との交流という視点から年中行事を見た場合、r正月」は親戚と交流を持
つ貴重な社会を捷供していること、及び「夏祭り」r誕生日」「クリスマス
」について、小学生では家族との交流が主流になっているという点が把握でき
た. この点では年中行事家虎という舶場の出し物として新しく意味づける試
みは注目に価する.
以上の知見から、年中行書といえとも時代につれて社会状況の変動の影響を
顕著に受けていることに鑑み、昔から続いている行事であt)対象者にとって
もずばぬけて評価の高いr正月」についてさらに追求すべきであるとの示唆
を得た.
5.参考資料
1)「生活1年」教科書及び揺導書新興出版社啓林館1992
2)「生活2年」教科書及び指導書新興出版社啓林館1992
3)「たのしい生活1年」教科書及び指導書大日本図書1992
4)「たのしい生活2年」教科書及び指導書大日図書1992
5)r新しい生活1年」教科書及び指導書東京書籍1992
6)r新しい生活2年」教科書及び指導書東京書籍1992
7)rせいかつかなかよし1年」教科書及び指導書教育出版
1992
8)「せいかつかなかよし2年」教科書及び指導書教育出版1992
9)「せいかつ1」教科書及び沖導書光村図書1992
10)「せいかつ2」教科書及び指導書光村図書1992
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ii)rせいかつ1あおぞら」教科書及び指導書信農教育出版1992
12)「せいかつ2そよかぜ」教科書及び指導書信農教育出版1992
13)rわたしたちの生活2年」教科書及び指導日本書籍1992
14)「しょうがくせいの生活科1」教科書及び指導書中教出版1992
15)「しょうがくせいの生活科2」教科書及び指導書中教出版1992
16)「わたしたちのせいかつ1」教科書及び指導嘗大阪警棒1992
17)rわたしたちのせいかつ2」教科書及び指導書大阪書籍1992
18)「小学校生活1」教科書及び指導書学校図書1992
19)「小学校生活2」教科書及び据導書学校図書1992
20)「みんなのせいかつ1」教科書及び指導書学習研究社1992
21)「みんなのせいかつ2」教科書及び指導書学習研究社1992
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